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要 旨
【目的】理論を実践に活用する教育を受けた学生の，基礎実習における看護実践への理論の活用の実
態を明らかにし，実践時の理論活用を解明する分析方法への示唆を得る．【方法】研究対象は，学生
１名の基礎実習の看護過程の記録である．看護過程を再構成し，そこから学生の認識活動を「対象の
見え方」「看護の目的」「予想に基づく実践案」の枠組みで抽出した．学生が学んだ科学的看護論の看
護の定義の中心的概念にある，「生命力」「生命力の消耗」を捉える認識活動のありようを明らかにし
た．【結果】患者は尿路感染と尿路閉塞の反復と治療で，不快な体調，不活発な生活が慢性化し生活
調整への意欲が低下した壮年期女性で，生命力の消耗の中核は易感染状態や尿路の閉塞の反復である．
学生の５日間の看護過程における，学生なりの生命力およびその消耗を捉える認識活動は，患者の自
覚する不活発な生活を健康問題として捉えることから始まり，下肢を触って浮腫を捉えたことを契機
にその原因や回復の機序を内部構造から描いて不活発な生活と関連付け，学生なりに捉え得た範囲で
の消耗のイメージを鮮明にして実践につなげていた．しかし，５日間では生命力の消耗の中核や全体
の関連を捉える認識活動には至らなかった．【考察】看護者に内在化した実践時の理論活用は，看護
過程の記述から対象像の捉え，実践の目的，予想に基づく実践案の枠組みで取り出し意味内容の分析
後，理論及びその中心的概念により分析的に査定した‘対象の状態と問題’に照らして類似性を抽出
することで，解明されることが示唆された．
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Ⅰ．緒 言
マリナー・トメイらは，「理論に基づいた実践
への関与は看護実践に体系的かつ見識あるアプ
ローチを提供する」１）と述べている．しかし，
理論は現実の患者やその時，その場という条件に
適合するよう具現化して活用することを必要と
し，看護の具体像がない初学者において，先見的
に活用のイメージを持つことは困難である．
しかし，看護理論の活用に関する先行研究にお
いては，困難事例に対する振り返りや事例検討会
などでの活用に関するものが少数あるのみで，実
践中の活用に関するものは見出すことができなか
った．
本研究では，一学生の基礎実習において，学生
が学んだ理論における，看護の定義の中心的概念
に含まれる意味内容が学生の実践時の認識活動に
どのように具体的に現れているかという視点で分
析したところ，理論が内在化して活用されている
実態が解明され，実践への理論活用を第三者によ
り分析する方法への示唆を得たため，報告する．
本研究の目的は，１．理論を実践に活用する教
育を受けた学生の，基礎実習における看護実践へ
の理論の活用の実態を明らかにする．２．１の結
果をもとに実践時の理論活用の実態を解明する分
析方法への示唆を得る．
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Ⅱ．方 法
１．本研究の理論的前提及び操作的定義
１）理論的前提
対象学生は，科学的看護論を実践に用いる教育
を受けた．そこで，本研究の理論的前提を科学的
看護論２）においた．科学的看護論が示す「看護」
の定義は以下である．
看護：生命力の消耗を最小にするよう生活過程
をととのえることである３）．
また，看護理論の実践への活用の解明において
は，認識活動を扱うことが必要となるため，認識
論としての理論的前提を認識と言語の理論４）に
おいた．
２）「実践における認識活動」の操作的定義
「本来的な意味での看護実践は，目的を持ち，
その目的に照らして対象を見つめ，予想を立てな
がら実践する方法論に裏打ちされていなければな
らない」５）という，実践が備える認識活動の一般
性をもとに，看護実践時の認識活動を検討するた
めの枠組みを，学生の「対象の見え方」「看護の
目的」「予想に基づく実践案」と操作的に規定し
た．
２．研究対象
倫理審査承認後から平成27年10月31日までの期
間に，看護系大学看護基礎教育課程に在籍中で，
看護理論を実践に用いる教育を受け，臨地実習を
受講し，研究参加の同意が得られた学生の中で，
実習記録にデータの不足がない一看護実践事例．
３．倫理的配慮
本研究は，千葉大学大学院看護学研究科倫理審
査委員会による承認（承認番号27„13）を受けた．
個人を特定するデータを記号化し，連結可能性の
ある事実を削除し，研究対象となる個人の人権擁
護に努めた．また，研究対象機関の責任者，授業
責任者，学生のそれぞれに対し，口頭と書面にて
研究の趣旨を説明し，自由意志による研究参加を
保障し，同意書にて研究参加の意思を確認した．
さらに，研究不参加により個人への不利益が生じ
ないこと，個人情報の保護を遵守することについ
ても口頭と書面にて説明し，誓約書を交わした．
４．分析方法
１）学生の５日間の看護過程の記録から「患者の
状況・言動」「看護学生の認識」「看護学生の
表現」を取り出し，看護の原基形態６）に沿
って看護過程を再構成した．
２）学生の認識活動を抽出するため，１）の看護
過程において，実践における認識活動の枠組
みとして規定した，学生が実践時に認識して
いた「対象の見え方」「看護の目的」「予想に
基づく実践案」を特定した．
３）２）で特定した「対象の見え方」「看護の目
的」「予想に基づく実践案」をもとに，実践
時の学生の認識活動の特徴を帰納的に分析し
た．
４）理論における看護の定義に基づいて，患者の
「生命力」と「生命力の消耗」と捉えられる
ものを研究者が査定し，学生が実践によって
取り除こうとした，患者の「生命力の消耗」
の範囲を特定した．
５）４）で査定した「生命力」「生命力の消耗」
に照らして２）と３）で明らかにした学生の
認識活動における「生命力」「生命力の消耗」
の捉えの変遷を明らかにした．
６）４），５）から実践時の理論活用の実態を捉
える分析方法ついて考察した．
Ⅲ．結 果
１．看護理論の学習状況
学生は，１年次から科学的看護論を基盤に看護
とは，看護の対象とは，看護の役割とは何かにつ
いてと，看護実践に必要な基礎的知識，思考過程
を学習した．そして，それらを実際の事例で活用
する演習を繰り返し，理論の実践への活用を修得
するよう講義・実習を受けている．
２．基礎実習
Ｘ大学が開講する基礎実習（45時間１単位）は，
看護基礎教育課程で初めての臨地実習で，Ｙ大学
医学部附属病院で実施された．この病院は、高度
先進医療と研究を行う地域の中核病院で、毎年、
本実習を受け入れている．学生は１病棟に４～５
名配置され,臨地実習指導者が病棟ごとに指導に
あたる．
看護学生は、５日間で、受け持ち患者１名を担
当し、看護過程展開を学習目標とする臨地実習で
ある．
３．学生の看護過程と認識活動の抽出
受け持ち患者の基本情報を表１に，学生Aの記
録から整理した看護過程と認識活動の抽出結果を
表２に示した．認識活動における看護の目的は囲
み線，対象の見え方は＜山括弧＞，予想に基づく
実践案は網掛け，看護学生の行為を波線の下線で
表した．
４．学生の５日間の実践における認識活動の特徴
学生Ａの５日間の認識活動の特徴を，実習初期，
中期，後期の時系列に沿って抽出した．実習初期
を例に抽出過程を説明する．
?
二 一
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表１ 受け持ち患者の基本情報
壮年期女性
18年前 子宮頸がんで広汎子宮全摘除術，放射線療法を受け，神経因性膀胱を併発
10年前 尿管結石により右尿管ステント留置
５年前 尿管狭窄により左腎瘻造設
（以後，患者は，年に１～２回，水腎症と腎盂腎炎で入退院を繰り返す）
５日前 両側腎盂腎炎で緊急入院後，バルンカテーテル留置，抗生剤治療及び２Ｌ/日の輸液負荷
表２ 学生Ａの看護過程と認識活動の抽出
実習１日目，患者は短い距離でも車移動をするなど日常生活に関することや，運動習慣がないため体調不良を来しや
すいと語った．学生Ａは，＜患者は運動不足であることを自覚している＞と認識した．実習２日目，学生Ａは前日のか
かわりの中で，患者が運動をしないという話と，入院中は何もすることがなくて暇だと話していたことを思い出した．
そして，＜患者が運動不足と入院生活を暇だと感じている＞と認識し，運動不足と暇の解消を目的に散歩の提案をした．
しかし，患者は面倒だと断った．学生Ａは＜このままでは体の循環も良くならないし，気分転換にもならない＞のでな
んとか散歩に行って欲しいと思った．そして，運動不足と暇の解消のために散歩の距離を短くして再度提案した．患者
は受け入れた．学生Ａは，＜長く歩くのが面倒だったのか＞と考えた．
実習３日目，学生Ａはマッサージを提供し，患者の足首が＜硬く詰まっている＞と感じ＜浮腫の自覚を尋ね＞た．患
者は，入院の度に下肢が重くなる，動かないことが原因と述べた．学生Ａは，＜患者は足のだるさを感じている＞＜動
かないことが筋ポンプ作用を低下させ，浮腫が生じる＞機序を想起し，患者へ説明した．また，＜過去の手術でリンパ
節郭清を受けた影響から下肢の浮腫が生じやすい＞と考え，マッサージを始めた．学生Ａが＜浮腫対策の習慣を問う＞
と，患者は浮腫外来でマッサージをすすめられたが，全くしていないと語った．学生Ａは＜このままでは浮腫が悪化す
る一方だ＞と考え，過去の手術歴から浮腫対策の必要性を伝えた．しかし，患者に面倒くさがりだからと言われ，学生
Ａはかかわりを終えた．
実習４日目，学生Ａは＜肩の凝りが昨日より増している＞と感じ，全身の循環促進のためリンパ液の出口である鎖骨
下のリンパ節をほぐすのが大事と患者へ説明しながら，全身のマッサージを実施した．患者は足が軽くなってきている
と語った．学生Ａは下肢を触り，＜浮腫が改善している＞ことを確認し，患者に伝えた．また，老廃物の排泄を促進す
るためマッサージ後に水分摂取を促し，水分とともに菌の排出をすることで腎盂腎炎の再発防止にもつながることを患
者へ説明し，具体的な飲水量を幅を持たせて提示した．患者は飲水による満腹感を理由に，上限量を拒み，下限量であ
れば取り組む意思を見せた．学生Ａは，飲める量から増やしていくよう促した．患者は同意した．
実習５日目，学生Ａは水腎症の再発により膀胱留置カテーテルが再挿入された患者が横になっているのを見て＜退院
延期になったことに落胆している＞と感じた．学生Ａは，＜患者が以前，膀胱留置カテーテルの不快感により食事が進
まないと語った＞ことを思い出した．学生Ａは患者に食事の摂取状況を聞いた．患者は，姿勢を工夫して食べられたこ
とを語った．その後，学生Ａは下肢のマッサージを始め，＜膀胱留置カテーテルの不快感を懸念し＞，体勢とマッサー
ジ方法を工夫した．患者はマッサージが始まる時，前とは違い，走りたい気分と効果を語った．学生Ａは嬉しいと伝え
た．そして，マッサージによりリンパ液の循環を促進することで免疫力も上がることと，簡易なマッサージでも効果が
得られることを伝え，退院後の継続をすすめた．患者は３日間でこれだけ違う，ジャンプしながら歩けると語り，退院
後の継続に同意した．学生Ａは患者の反応から，＜どれだけ歩くのが大変だったのだろう＞と想像し，＜患者がマッサー
ジの必要性を感じ始めている＞と認識し，かかわりを終えた．
表３ 受け持ち患者の「生命力」「生命力の消耗」及び学生が取り除いた「生命力の消耗」の範囲
???
ａ．がんの治癒から18年間，再発を防いだ免疫力
ｂ．拡大広汎子宮全摘による急激な女性ホルモン分泌低下が引き起こす，更年期と同じような体調にあっても，
めだった健康障害を起こさずにきた内部環境を調整する力
ｃ．医療器具を挿入し，トラブルを繰り返しながらも，ろ過機能を維持している腎臓の力
ｄ．妻，母親としての役割を意識し生活する力
ｅ．運動不足と体調を関連付ける力
ｆ．医療者に対して自分の意思を表現する力
??????
ａ．医療器具を挿入したことで，腎臓が直接的に外界とつながり，易感染状態
ｂ．医療器具の自然逸脱予防のための日常生活行動の規制による生活の不活発化
ｃ．セルフケアが不十分で，腎盂腎炎，水腎症を繰り返しているのに，悪化しては緊急入院し，治療的対処をす
るという流れの常態化
ｄ．日常生活行動の規制に不快な体調が重なったことによる セルフケア行動への抑圧 の常態化
ｅ．リンパ節郭清により リンパ還流が滞りやすい状態
ｆ．18年間に積み重ねた生活習慣で， リンパ還流の滞り などの 身体的不調のさらなる悪化
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実習初期，学生は，患者の語りから「運動不足」
「暇」というように不活発な生活に着目し，「運
動不足や暇の解消」というように，より健康な状
態をもたらすイメージを目的として描き，「散歩
に誘う」というように，目的を実現する実践案を
考え実施した．ここで，「面倒」という患者の言
動から「散歩の距離を短くする」というように患
者の気持ちを損なわずに健康な状態との両立を図
る実践案につなげ，提案した．患者が受け入れた
ことから，学生は，「長く歩くのが面倒なのか」
I I 
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図１ 実践時の認識活動の特徴
図２ 認識活動に見られる「生命力」「生命力の消耗」の捉えとその変遷
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と気持ちを想像した．
同様にして，中期，後期の認識活動の特徴を抽
出した．（図１）
５．患者の「生命力」「生命力の消耗」と学生が
取り除いた「生命力の消耗」の関係
学生Ａの受け持ち患者の生命力と生命力の消耗
を表３に示し，学生が取り除いた「生命力の消耗」
の範囲を網掛けで示した．
患者の生命力の消耗は，広汎子宮全摘を起点と
した尿路障害とそれを補う医療器具がもたらす問
題から派生する二次的な問題からなる．学生が捉
えた不活発な生活は，研究者が査定した「生命力
の消耗」のうち，二次的な問題が中心だった．そ
の結果，学生Ａは，セルフケア行動の抑圧とリン
パ還流の滞りなど，身体的不調のさらなる悪化に
関する二次的な問題の一部を改善させたが，根本
的な「生命力の消耗」である易感染状態やセルフ
ケアの不足を変化させてはいなかった．
６．実践時の学生の認識活動における看護理論の
活用
「生命力」及び「生命力の消耗」を捉える認識
活動に見られる変化の過程を抽出し，「生命力」
「生命力の消耗」の捉えと変遷を模式図で表した．
（図２）
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腎孟腎炎臼覺予切1
［リンバ暉環促進一免廣力上がる）
［マッサージを勧める】
内部構造と実践の只体的な
行為も帖び付け，方油の詳細を
次五する
=, . ,.,を
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学生の５日間の看護過程における，学生なりの
生命力と生命力の消耗を捉える認識活動は，患者
の自覚する不活発な生活を健康問題として捉える
ことから始まり，下肢を触って浮腫を捉えたこと
を契機にその原因や回復の機序を内部構造から描
き，不活発な生活と関連付け，学生なりに捉え得
た範囲での消耗のイメージを鮮明にして実践につ
なげていた．しかし，５日間では生命力の消耗の
根本的な部分や全体の関連を捉える認識活動には
至らなかった．
Ⅳ．考 察
１．基礎実習における学生の看護実践への理論活
用の実態
看護実践は，「目的を持ち，その目的に照らし
て対象を見つめ，予想を立てながら実践する方法
論に裏打ちされていなければならない」８）と述べ
られている．従って，理論的には先に「目的」が
あって，その目的に照らして対象を見つめ，患者
の健康問題を捉えることを指す．しかし，看護実
践を初めて経験する学生には，目の前の患者のど
のようなことを見てとることがその患者にとって
の生命力（持てる力）や生命力の消耗（健康問題）
を捉えることになるのかが先んじては予想できな
いのである．その意味で，基礎実習に臨む学生に
おいて，理論で学習した看護の「目的」と現実と
は分離している状態と考えられる．
本研究の学生では，患者の自覚する不活発な生
活を健康問題として捉えることから学生なりの生
命力の消耗を捉え始め，下肢を触って浮腫を捉え
たことを契機にその原因や悪化の機序を内部構造
から描き，不活発な生活と関連付け，学生なりに
捉え得た範囲での生命力と生命力の消耗のイメー
ジを鮮明にして実践につなげていた．このように，
基礎実習では内在化したイメージとして学生なり
に持っている「看護の目的」を，現実の患者に自
分という道具で具体化し，遭遇した場面で捉えら
れるものを捉えることで始まり，内部構造や原因，
先行き，患者の苦痛，気持ち，考えや行動を描く
など，理論によって「生命力」「生命力の消耗」
を導き出す思考と同様の過程を辿ったとき，実践
を導いていたと言える．
一方で，学生は，生命力の消耗の根本的な部分
や全体の関連を捉える認識活動には至らなかっ
た．これは，木を見て森を見ない実践７）である
が，P･ベナーは，５段階の技能習得レベルにお
いて第２段階の新人レベルで「優先順位を決める
ことを学ぶ」９）と述べており，初心者レベルであ
る看護学生では，妥当な結果ということができる．
２．実践時の理論活用の実態を捉える分析方法へ
の示唆
考察１より，一学生の，基礎実習での看護実践
における理論活用の実態を，学生が学んだ看護理
論の看護の定義に含まれる中心的概念を観点に
‘対象の捉え’‘実践の目的’‘予想に基づく実践
案’の枠組みで分析した結果，基礎実習での実践
への学生の理論活用は，「何かの契機を得て捉え
やすい部分から健康問題を捉え始め，理論上の健
康問題査定と類似の思考過程で部分から関連を辿
って発展する認識活動に見出されたが，根本的な
問題の捉えには及ばなかった」ととり出せる．以
上より，看護者に内在化した実践時の理論活用は，
看護過程の記述から，‘対象の捉え’‘実践の目的’
‘予想に基づく実践案’の枠組みで認識活動をと
り出し，意味内容の分析後，理論及びその中心的
概念により分析的に査定された‘対象の状態と問
題’に照らして類似性を抽出することで，解明さ
れることが示唆された．
Ⅴ．結 論
一学生の，基礎実習での看護実践における理論
活用の実態を，学生が学んだ看護理論の看護の定
義に含まれる中心的概念を観点に分析し，以下の
結論を得た．
１．基礎実習での実践への学生の理論活用は，何
かの契機を得て捉えやすい部分から健康問題を捉
え始め，理論上の健康問題査定と類似の思考過程
で部分から関連を辿って発展する認識活動に見出
されたが，根本的な問題の捉えには及ばなかった．
２．看護者に内在化した実践時の理論活用は，看
護過程の記述から，‘対象の捉え’‘実践の目的’
‘予想に基づく実践案’の枠組みで認識活動をと
り出し，意味内容の分析後，理論及びその中心的
概念により分析的に査定された‘対象の状態と問
題’に照らして類似性を抽出することで，解明さ
れることが示唆された．
本研究は，千葉大学大学院看護学研究科に提出
した修士論文の一部である．また，本研究におけ
る申告すべきCOI状態はない．
【引 用 文 献】
１）アン・マリナー・トメイ（都留伸子 監訳）：
看護理論家とその業績．第３版，医学書院，17，
2007．
２）薄井坦子：科学的看護論．第３版，日本看護
－86－
千葉大学大学院看護学研究科紀要 第40号
協会出版会，2005．
３）薄井坦子：科学的看護論．第３版，日本看護
協会出版会，107，2005．
４）薄井坦子：科学的看護論．第３版，日本看護
協会出版会，2005．
５）三浦つとむ：認識と言語の理論．新装版，勁
草書房，2002．
６）薄井坦子：看護学原論講義．改訂版，現代社，
55，1994．
７）薄井坦子：科学的看護論．第３版，日本看護
協会出版会，16，2005．
８）薄井坦子：科学的看護論．第３版，日本看護
協会出版会，15，2005．
９）パトリシア・ベナ （ー井部俊子 監訳）：ベナー
看護論．新訳版，医学書院，21，2005．
